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サステナビリティ基本方針 
 

 
 

（１）サステナビリティ 
地球温暖化による環境負荷の低減に向けてお客様の脱炭素の取組が加速しており、当社グ 

ループが関係する産業におけるサステナビリティ関連ビジネスの拡大に伴い、さらなる事業機
会の増加が想定されており、当社グループの既存事業の成長と新たなイノベーションの創出を
通して社会に貢献してまいります。 
当社グループは社員が健康でいきいき働く環境づくりと地球温暖化防止への取組を加速する

ために、令和４年度にSDGs（持続可能な開発目標）への取組方針と実施策を公表しました。 
 
■「ＴＡＫＡＤＡグループのSDGs(持続可能な開発目標)への取組方針・実施策」 

 

 
生物多様性の保全と地域社会との共創・発展を目指して、令和４年５月に「宗像市SDGs豊かな

海づくりに関する連携協定」を締結し、この連携協定の第一弾として「宗像ウニプロジェクト」
をスタートさせ、磯焼け海域における駆除ウニの陸上養殖の事業化検討を開始しました。 
地域の活性化と循環型ビジネスの拡大を目指した取組みを推進しています。 

 
■SDGs課題／ESG課題に関するマテリアリティの特定 

当社グループは令和４年５月に公表した「SDGsへの取組方針と実施策」に基づいて、当社グル
ープの持続的企業価値の向上と安定した成長を達成するために「人権」、「社会・経済」、「環
境」及び「ガバナンス」ごとに以下のプロセスに従ってマテリアリティを特定しています。 
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・マテリアリティの抽出と特定のフロー 

 

 
・特定したSDGs課題/ESG課題に関するマテリアリティ 
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 ①ガバナンス 
社会の基盤となる製鉄・化学等のプラント設備の環境負荷の低減や生物多様性の保全に向けた
取組みを推進するうえでのリスクマネジメント体制として「コンプライアンス常任委員会」、
「コンプライアンス委員会」を設置し、事業リスクと機会について重要と判断した事項は取締
役会に報告することで取締役会の監督が適切に図ることのできる仕組みを構築しています。 

 ②リスク管理 
当社グループは「内部統制システムの構築の基本方針」に基づき内部統制の強化を図り、リス
ク管理体制を確立し、経営の適法性及び効率性を確保することを目的に「リスク管理規程」を
制定し、リスクの特定に応じて適正な管理を行っています。 
代表取締役はリスクを統括管理する取締役を定め、各業務担当取締役とともにリスクを体系的
に管理しています。また代表取締役及び各業務担当取締役は、リスクの特性に応じて適正に管
理しています。 
 

（２）人的資本 
当社グループは企業の基盤である人材づくりのために、社是「純情 情熱 希望」を基本と

して、未来に向け「人間創造」「技術創造」「事業創造」に取組んでいます。持続的な企業価
値の向上のためには、人材への投資が必須であり、すべての社員が、健康でいきいき働く環境
づくりを目指して様々な取組みを進めています。 
現在、第５次中期経営計画(令和４年度～令和８年度)においても、環境の変化にあわせて「一

人ひとりが新しい仕事・やり方に挑戦し、レベルアップすることで、現要員体制での生産、利
益の拡大を目指す」ことを基本方針に掲げています。将来にわたり当社グループが社会的・経
済的価値を高めていくためには、多様な人材の融合により最大の効果を発揮することが重要で
あり、その基盤となる成長に向けた組織活力の向上に取組んでいます。 
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①戦略 
人材の多様性の確保を含む人材の育成方針等 
〇人材確保 
人材確保につきましては、国籍、性別、年齢等にかかわらない多様な人材を確保し、個々が
いきいきと活躍できる組織の活性化を図ってまいりました。更に、日本国内の労働人口減少
に伴い採用環境は厳しさを増す中、積極的な採用活動を行い優秀な人材確保に努めてまいり
ました。その他、社員紹介制度の導入・推進や、北九州地区の社員寮を新設するなど、福利
厚生の更なる充実により「選ばれる企業」になるべく、取組んでまいりました。 

 
〇人材育成 
人材育成につきましては、「一人ひとりが新しい仕事・やり方に挑戦し、レベルアップし続
ける人材づくり」を方針に掲げ、あらゆる階層の社員に対し能力開発やキャリアアップの機
会を提供し、働きがいを生み出す人事制度を導入し、運用を進めております。 
また、繁忙期の時間外労働への対応として「ＴＡＫＡＤＡグループにおける『働き方改革』
への取組み方針」を策定しており、本方針に沿った運用を図ることで、働きやすい職場環境
の創出に努めてまいりました。 
 

〇社内環境整備 
当社グループでは、すべての社員が働きがいを持って、いきいきと働きやすい職場環境の整
備に努めております。すべての社員一人ひとりとその家族が心身ともに健康であることは、
当社グループの持続的な成長を支える基盤であると考えています。「健康診断」や「ストレ
スチェック」などの会社での実施に加え、当社独自に運営している「高田工業所健康保険組
合」にて、「メンタルヘルス」・「疾病予防」・「保健指導宣伝」等の事業を展開し、社員
とその家族の心身の健康維持のための取組を行っています。 
また、令和３年４月から６５歳定年延長制度を導入し、ベテラン社員の就業環境の改善を図
り、シニア人材の活躍と技術・技能の継承を促進しております。 
更に、令和３年10月に「働き方改革推進プロジェクト」を設置し、長時間労働の撲滅、ワー
クライフバランスの実践につながる対策の実施に取組んでいます。 

 
②指標及び目標 

当社グループでは、上記に記載した人材の多様性の確保を含む人材の育成方針及び社内環境
整備に関する方針について、次の指標を用いております。当該指標に関する目標及び実績は、
次のとおりです。 
 

指標 目標 実績 
係長級にある者に占める 
女性労働者の割合 

7.0％以上 7.0％ 

有給休暇取得率 80.0％以上 87.4％ 
 
 
 

以 上 
 


